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紀宝警察署協議会議事録

令和７年度第２回紀宝警察署協議会

令和７年10月14日（火）午後１時30分～午後３時40分日 時

紀宝警察署３階会議室場 所

１ 三重県公安委員会委員

村田典子委員

出 席 者 ２ 警察署協議会委員 ５名

伊藤俊介委員、柏木秀和委員、岸葉子委員、高見栄委員、

西勉委員

３ 警察署 ７名

署長、副署長、会計係長、警務係長、生活安全刑事課長、

地域交通課長、警備係長

傍聴者数 なし

公開公開・非公開の別

議 事 概 要

１ 公安委員会委員挨拶

２ 警察署長挨拶

３ 管内概況説明（警察署長）

⑴ 管内実態の説明

⑵ 110番通報の受理状況

⑶ 警察安全相談の受理状況

⑷ 刑法犯認知件数及び検挙件数

⑸ 人身安全関連事案の認知件数

⑹ 非行少年の情勢

⑺ 特殊詐欺の認知件数

⑻ 交通事故発生件数

⑼ 遺失・拾得届の受理状況

４ 市木警察官駐在所の移転建替について

５ 前回協議会での協議内容への回答

（ ）⑴ 特殊詐欺・SNS型投資ロマンス詐欺対策について 生活安全刑事課長

⑵ 交通事故防止対策の実施状況について（地域交通課長）

６ 鵜殿１組津波避難タワーの視察

紀宝町役場防災対策課長の案内により、施設視察を実施した。
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７ 当署の津波対策について（警察署長）

８ 協議内容

⑴ 津波対応マニュアルについて

＜委員＞ 地震の規模や地震の発生場所、津波の到達時間等に応じ、

様々な事態を想定した対応マニュアルがあるのか、教えてい

ただきい。

【署長】 最悪の状況を想定したマニュアルは用意している。本年７

月30日に津波警報が発表された際、実際に署員を指揮してみ

ると、より様々な事態を想定した対応マニュアルは必要だと

感じた。様々な事態を想定したマニュアルへの見直しを行っ

ているところである。

⑵ 特殊詐欺・SNS型投資ロマンス詐欺について

＜委員＞ 紀宝警察署から、詐欺対策として国際電話不取扱センター

への利用休止申請を促進していると聞いた。御浜町地域包括

支援センターへも情報提供していただきたい。地域包括支援

センターでも消費者被害であったり、詐欺の啓発も相談業務

として行っている。何か協力できる形があるかと思う。

署長 承知した。連携していきたい。【 】

⑶ 市木駐在所の移転の周知について

＜委員＞ 市木駐在所の移転について住民への周知をお願いしたい。

また、現在の場所より奥まった場所へ移転するので、付近の

巡回を強化する等の対策を考えてほしい。

【署長】 移転スケジュールについては、市木駐在所員が地元の区長

へ説明を実施しているところである。町議会議員への説明の

際、看板を設置してほしいとの意見があった。看板の設置や

交差点名の変更等、何ができるかを整理し、町への依頼も含

め、周知が徹底されるように検討・対応を進めていく。

⑷ 自転車への交通反則通告制度（青切符）導入について

＜委員＞ ４月から始まる自転車への青切符制度について、次回の協

議会で教えてほしい。交通違反のルールブックがあれば教え

てほしい。

署長 承知した。【 】

９ 公安委員会委員講評

10 警察署長謝辞

備 考 報道機関５社５名


